
大
森
時
間
論
の
射
程

木

岡

伸

夫

戦
後
日
本
の
哲
学
、
と
り
わ
け
科
学
哲
学
・
言
語
哲
学
の
分
野
を
、
長
き
に
わ
た
っ
て
リ
ー
ド
し
つ
づ
け
た
大
森
荘
蔵
（
一
九
二
一
―

一
九
九
七
）。
そ
の
研
究
生
活
の
最
後
に
著
さ
れ
た
『
時
間
と
自
我
』『
時
間
と
存
在
』『
時
は
流
れ
ず
』
の
三
部
作
は
、
大
森
晩
年
の
関

心
が
時
間
論
に
集
中
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
本
稿
は
、
戦
後
日
本
を
代
表
す
る
哲
学
者
の
時
間
論
が
も
つ
意
義
を
、「
瞬
間
と
刹
那
」

と
い
う
筆
者
の
関
心
に
沿
っ
て
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
を
意
図
す
る
。「
瞬
間
」
と
「
刹
那
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
西
洋
と
東
洋
の
時
間
意

識
の
中
核
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
観
念
を
究
明
し
、
か
つ
た
が
い
に
突
き
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
東
西
の
時
間
意
識

の
特
質
、
類
似
性
と
差
違
を
際
立
た
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。
筆
者
が
大
森
時
間
論
に
注
目
す
る
理
由
は
、
そ
れ
が
近
代
科

学
・
哲
学
の
時
間
観
念
を
標
的
と
し
な
が
ら
、
単
な
る
西
洋
近
代
批
判
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
東
洋
の
時
間
―
―
具
体
的
に
は
「
刹
那
」

―
―
を
含
む
時
間
の
普
遍
的
地
平
へ
の
展
望
を
窺
わ
せ
る
と
い
う
点
に
あ
る
。

大
森
時
間
論
は
、
近
代
世
界
の
主
流
で
あ
る
通
俗
的
時
間
観
念
、「
線
型
時
間
」（
リ
ニ
ア
時
間
）
に
対
す
る
徹
底
批
判
を
主
軸
と
す
る
。

本
稿
の
論
じ
る
順
序
と
し
て
は
、
ま
ず
大
森
時
間
論
に
お
け
る
「
線
型
時
間
」
批
判
を
取
り
上
げ
、
こ
の
論
点
に
関
連
す
る
「
原
生
時
間
」

の
想
定
、「
過
去
の
制
作
」
論
、
と
い
っ
た
独
自
の
主
張
に
論
及
す
る
。
つ
づ
い
て
、
従
来
の
時
間
論
と
は
大
き
く
異
な
る
こ
う
し
た
主

張
が
、
な
ぜ
、
い
か
に
し
て
立
て
ら
れ
る
に
至
っ
た
か
を
、
そ
の
研
究
内
容
に
沿
っ
て
見
て
い
く
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
森
の
時
間
論
が
、

大
森
時
間
論
の
射
程
（
木
岡
）
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科
学
批
判
・
哲
学
批
判
と
い
う
元
来
の
モ
チ
ー
フ
か
ら
の
順
当
な
帰
結
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
科
学
批
判
・
哲
学
批
判
と
は
、

よ
り
広
範
な
観
点
か
ら
言
う
な
ら
、
西
洋
近
代
批
判
で
あ
る
。
大
森
は
西
洋
近
代
世
界
の
相
対
化
を
意
識
し
て
い
た
。
そ
の
事
実
を
物
語

る
一
つ
の
証
拠
は
、
仏
教
の
「
刹
那
滅
」
に
対
す
る
積
極
的
評
価
に
あ
る
、
と
筆
者
は
考
え
る
。
第
三
節
で
は
、
こ
れ
ま
で
大
森
哲
学
に

つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
問
題
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
東
洋
思
想
へ
の
関
心
を
、「
刹
那
滅
」
と
い
う
ト
ピ
ッ
ク
の
扱
い
か
ら
洗
い
出
す
。
最

後
に
、
こ
う
し
た
広
い
射
程
を
有
す
る
大
森
の
時
間
論
が
、
仏
教
学
者
か
ら
受
け
て
い
る
評
価
を
紹
介
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
森
哲
学

は
そ
の
成
果
と
限
界
の
両
方
を
含
め
て
、
先
に
論
じ
た
九
鬼
周
造
の
哲
学
と
同
じ
く
、
そ
の
ま
ま
二
一
世
紀
に
わ
れ
わ
れ
が
引
き
継
ぐ
べ

き
課
題
を
表
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
ろ
う
。

一
「
線
型
時
間
」
批
判

「
時
間
」
と
「
自
我
」

大
森
の
時
間
論
が
含
意
す
る
も
の
は
、
必
ず
し
も
狭
義
の
「
時
間
」
論
の
み
で
は
な
い
。
こ
の
点
は
、
九
鬼
周
造
の
『
時
間
論
』
が
、

直
接
「
時
間
」
を
主
題
と
は
し
な
い
論
考
を
併
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
九
鬼
な
ら
で
は
の
時
間
論
た
る
本
領
を
発
揮
す
る
も
の
と
な
っ
た

事
情
と
よ
く
似
て
い
る
。
九
鬼
の
場
合
と
は
異
な
る
、
大
森
時
間
論
に
固
有
の
事
情
と
は
何
だ
ろ
う
か
。

三
部
作
最
初
の
『
時
間
と
自
我
』（
一
九
九
二
年
）
の
「
は
し
が
き
」
で
は
、
冒
頭
、
退
職
後
約
十
年
間
に
書
い
た
論
文
を
集
め
、「
半

ば
意
図
し
た
様
に
主
題
を
時
間
と
自
我
の
概
念
に
絞
る
こ
と
で
一
応
系
統
ら
し
い
体
裁
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
様
に
思
う
」

（
⚑
）

と
記
さ
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
書
が
「
時
間
」
と
「
自
我
」
と
い
う
二
つ
の
概
念
に
焦
点
化
し
た
論
集
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
時
間
論
」
で
あ

る
と
同
時
に
「
自
我
論
」
で
も
あ
る
、
と
い
う
事
情
が
明
か
さ
れ
て
い
る
。
単
な
る
時
間
論
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、「
時
間
」
論
が
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そ
の
ま
ま
「
邂
逅
」
論
で
も
あ
っ
た
九
鬼
の
場
合
と
、
似
通
っ
た
事
情
が
大
森
に
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
む
ろ
ん
、「
半
ば
意
図
し

た
…
…
系
統
ら
し
い
体
裁
」
の
内
実
が
ど
う
い
う
も
の
か
は
、
序
文
の
中
で
は
明
か
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、「
時
間
」
と
い
う
主
題
が
、

そ
れ
と
並
ぶ
も
う
一
つ
の
主
題
「
自
我
」
と
い
か
に
関
係
す
る
の
か
、
と
い
う
関
心
に
沿
っ
て
読
む
心
構
え
が
、
こ
こ
で
読
者
に
要
求
さ

れ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

『
時
間
と
自
我
』
は
、
タ
イ
ト
ル
の
と
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
時
間
」
と
「
自
我
」
を
主
題
と
す
る
二
部
に
、
そ
れ
ら
以
外
の
主
題
に
関

す
る
論
考
二
点
を
加
え
た
、
計
三
部
の
論
集（

⚒
）で
あ
る
。
そ
の
第
Ⅰ
部
最
初
の
二
篇
、「
時
間
の
変
造
」
と
「
過
去
の
制
作
」
に
、
大
森
時

間
論
の
基
本
構
想
が
う
ち
だ
さ
れ
て
い
る
。
革
新
的
な
哲
学
書
の
例
に
も
れ
ず
、
こ
れ
ら
に
お
い
て
〈
常
識
の
破
壊
〉
と
〈
新
説
の
提
示
〉

が
セ
ッ
ト
で
行
わ
れ
て
い
る
。「
常
識
」
と
は
、
物
理
学
に
発
し
て
世
界
を
支
配
す
る
「
線
型
時
間
」（
リ
ニ
ア
時
間
）
t
の
想
定
、「
新
説
」

と
は
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
本
来
の
時
間
、「
原
生
時
間
」
の
提
示
で
あ
る
。
こ
の
種
の
企
て
は
、
む
ろ
ん
大
森
が
最
初
で
は
な
い
。
大
方

が
連
想
す
る
で
あ
ろ
う
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
場
合
、
常
識
で
あ
る
「
空
間
化
さ
れ
た
時
間
」
に
、
真
正
の
時
間
で
あ
る
「
純
粋
持
続
」
を
対
置

し
た
。
こ
の
先
例
を
十
分
に
意
識
し
た
う
え
で
、
大
森
は
自
身
の
新
た
な
用
語
法
の
理
由
づ
け
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン

の
言
う
時
間
の
「
空
間
化
」
の
実
状
を
、
よ
り
事
象
に
即
し
て
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
意
図
で
あ
る
。

以
下
の
探
究
は
彼
の
「
空
間
化
」
に
で
き
る
だ
け
近
よ
せ
て
、
原
生
時
間
か
ら
リ
ニ
ア
時
間
に
至
る
道
を
構
成
し
て
み
る
こ
と
で
あ

る
。
換
言
す
れ
ば
、
直
接
体
験
的
に
与
え
ら
れ
て
い
る
原
生
時
間
か
ら
リ
ニ
ア
時
間
を
引
き
出
し
て
み
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

原
生
時
間
を
リ
ニ
ア
時
間
に
変
造
す
る
こ
と
、
原
生
時
間
を
ど
う
変
造
す
れ
ば
リ
ニ
ア
時
間
に
な
る
か
を
尋
ね
る
こ
と
に
他
な
ら
な

い（
⚓
）。

大
森
時
間
論
の
射
程
（
木
岡
）
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ベ
ル
ク
ソ
ン
に
な
く
て
大
森
に
あ
る
の
は
、「
変
造
」
の
考
察
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
容
易
な
業
で
は
な
い
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
で
す

ら
、
そ
れ
が
果
た
せ
な
か
っ
た
こ
と
の
理
由
は
、「
変
造
の
出
発
点
で
あ
る
原
生
時
間
の
方
が
暗
く
、
変
造
の
結
果
で
あ
る
リ
ニ
ア
時
間

の
方
が
明
る
い
」

（
⚔
）

と
い
う
、
時
間
現
象
の
特
異
性
に
あ
る
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、「
実
の
時
間
」
を
「
純
粋
持
続
」
と
名
づ
け
た
も
の
の
、

そ
れ
が
い
か
に
し
て
「
空
間
化
」
さ
れ
、「
虚
の
時
間
」
と
な
る
か
を
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
。
彼
は
時
間
を
二
種
に
分
け
な
が
ら
、
両

者
の
関
連
と
い
う
問
題
に
立
ち
入
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
轍
を
踏
む
ま
い
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
大
森
時
間
論
の
新
た
な
狙
い
が
あ
る
。
と
は

い
え
、
原
生
時
間
か
ら
リ
ニ
ア
時
間
へ
、
と
い
う
「
変
造
」
の
コ
ー
ス
を
辿
る
こ
と
は
、
上
記
の
事
情
が
あ
る
た
め
に
き
わ
め
て
難
し
い
。

「
原
生
時
間
」
の
身
許
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、「
純
粋
持
続
」
の
場
合
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に（

⚕
）、
困
難
を
極
め
る
。
と
な
れ
ば
、
さ

し
あ
た
り
辿
っ
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
リ
ニ
ア
時
間
か
ら
原
生
時
間
へ
、
と
い
う
逆
コ
ー
ス
で
あ
る
。
そ
の
手
続
き
は
、
ベ
ル
ク

ソ
ン
の
行
っ
た
〈
常
識
の
破
壊
〉
を
、
大
森
独
自
の
流
儀
で
再
演
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

「
線
型
時
間
」
の
問
題

大
森
が
採
る
の
は
、「
原
生
時
間
」
そ
れ
自
体
の
詮
索
を
棚
上
げ
す
る
代
わ
り
に
、
ど
こ
か
ら
も
異
論
の
出
に
く
い
範
囲
で
、
そ
の
大

ま
か
な
意
味
領
域
を
設
定
し
な
が
ら
、
そ
れ
と
常
識
化
し
た
物
理
的
時
間
と
の
食
い
違
い
を
糺
し
て
い
く
、
と
い
う
戦
略
で
あ
る
。
こ
の

作
戦
の
成
否
は
、
読
者
が
大
森
の
設
定
す
る
「
原
生
時
間
」
と
「
線
型
時
間
」
の
距
離
を
、
そ
の
ま
ま
受
け
容
れ
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ

て
い
る
。
ポ
イ
ン
ト
は
三
つ
、「
連
続
性
」「
時
間
順
序
」「
点
時
刻
」
で
あ
る
。
第
一
論
文
「
時
間
の
変
造
」
は
、
こ
れ
ら
を
順
に
取
り

上
げ
た
後
、
敵
の
本
丸
と
も
言
う
べ
き
「
過
去
の
意
味
」「
時
間
の
流
れ
」
に
標
的
を
定
め
て
、「
線
型
時
間
」
批
判
の
基
本
構
図
を
描
き

出
す
。
こ
れ
ら
を
順
に
見
て
い
こ
う
。

「
一

連
続
性
」―
―
原
生
的
体
験
の
中
に
は
、「
t
と
い
う
一
次
元
実
数
の
連
続
性
」
は
あ
る
は
ず
が
な
い
。
と
は
い
え
原
生
体
験
の
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中
に
は
、「
途
切
れ
ず
続
い
て
い
る
」
と
い
う
意
味
で
の
「
原
生
的
連
続
」
は
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
リ
ニ
ア
時
間
の
連
続
性
は
、

原
生
的
連
続
か
ら
変
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
二

時
間
順
序
」―
―
リ
ニ
ア
時
間
に
は
、
点
時
刻
の
前
後
と
同
時
が
、
明
確
な
時
間
順
序
を
つ
く
っ
て
い
る
が
、
原
生
時
間
に
お
け

る
順
序
は
、「
多
少
な
り
と
も
漠
然
と
指
示
さ
れ
る
体
験
の
切
片
」
で
あ
る
。
リ
ニ
ア
時
間
順
序
は
、
こ
の
原
生
体
験
切
片
を
点
時
刻
順

序
に
変
造
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
三

点
時
刻
」―
―
上
記
一
、
二
の
説
明
に
比
べ
て
、
こ
の
ポ
イ
ン
ト
の
説
明
は
長
く
（
本
文
約
三
頁
）、
安
易
に
要
約
す
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
、
き
わ
め
て
重
要
な
指
摘
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
点
時
刻
概
念
の
原
型
が
、「
世
界
と
い
う
概
念
と
自
我
の
概
念
が

一
対
の
組
に
な
っ
て
発
生
す
る
地
点
」

（
⚖
）

を
意
味
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
大
森
は
「
原
生
的
キ
ュ
ビ
ズ
ム
」
を

指
摘
し
、
そ
こ
か
ら
「
世
界
」「
自
我
」「
今
」
と
い
う
三
位
一
体
の
概
念
が
創
生
す
る
次
第
を
提
示
す
る
。
こ
の
重
要
な
論
点
は
、
後
で

取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
「
今
」
に
含
ま
れ
る
「
瞬
間
」
が
、
リ
ニ
ア
時
間
の
点
時
刻
に
対
す
る
原
型
で
あ
る
と
さ
れ
た
こ

と
を
確
認
す
る
に
と
ど
め
る
。

「
四

過
去
の
意
味
」―
―
時
間
の
核
心
は
、
現
在
・
過
去
・
未
来
の
三
様
相
に
あ
る
。
し
か
し
、
リ
ニ
ア
時
間
で
は
、「
過
去
」
を
点

時
刻
の
現
在
よ
り
右
（
ま
た
は
左
）
と
し
て
、
形
式
的
な
区
別
が
行
わ
れ
る
の
み
で
、
過
去
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
、
と
い
う
様
相
の

問
題
に
ふ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
大
森
に
よ
れ
ば
、
原
生
体
験
の
す
べ
て
が
「
今
現
在
」
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
知
覚
体
験
と
想
起
体
験
が
含

ま
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
想
起
体
験
が
「
過
去
」
の
経
験
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
過
去
」
と
は
「
今
現
在
」
の
経
験
で
あ
る
、
と
す

る
逆
説
が
成
り
立
つ
こ
と
に
な
る
。
そ
の
主
張
を
、
一
箇
所
引
い
て
お
こ
う
。

想
起
体
験
も
知
覚
体
験
も
い
う
ま
で
も
な
く
「
今
現
在
」
で
あ
る
。「
今
食
事
中
」
と
同
様
に
、
す
べ
て
の
体
験
は
「
今
体
験
中
」

大
森
時
間
論
の
射
程
（
木
岡
）
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だ
か
ら
で
あ
る
。
過
去
と
同
様
、「
今
現
在
」
も
ま
た
単
に
リ
ニ
ア
時
間
軸
上
の
一
点
時
刻
で
は
な
く
「
今
…
…
最
中
」
と
い
う
体

験
の
中
に
そ
の
意
味
が
与
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
未
来
の
意
味
も
同
様
に
予
期
と
か
意
図
の
体
験
の
中
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い（

⚗
）。

「
五

時
間
の
流
れ
」―
―
原
生
体
験
に
は
、
現
在
が
過
去
に
流
れ
て
ゆ
く
こ
と
を
保
証
す
る
も
の
は
な
い
。「
時
の
流
れ
」
は
、
リ
ニ

ア
時
間
の
中
で
捏
造
さ
れ
た
観
念
で
あ
る
。
リ
ニ
ア
時
間
に
お
い
て
、
時
刻
点
Ⅹ
が
、
直
線
t
上
の
点
Ａ
か
ら
Ｂ
に
動
く
と
い
う
「
挿
し

絵
」
が
、
こ
の
観
念
を
助
長
す
る
。
だ
が
そ
れ
は
、
点
Ⅹ
が
点
Ａ
、
Ｂ
と
同
一
で
あ
る
と
い
う
矛
盾
を
犯
す
「
危
険
な
だ
ま
し
絵
」
で
あ

る
、
と
大
森
は
強
く
批
判
す
る
。
ゼ
ノ
ン
の
運
動
否
定
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
か
か
わ
る
問
題
提
起
が
、
こ
こ
で
は
じ
め
て
行
わ
れ
る
。

と
は
い
え
、
原
生
時
間
に
は
、
時
の
流
れ
を
錯
覚
さ
せ
る
経
験
、
何
か
を
待
つ
と
き
の
「
時
が
経
つ
」
と
い
う
経
験
が
存
在
す
る
。
こ

の
手
が
か
り
に
点
時
刻
の
概
念
が
働
き
か
け
て
、
時
間
の
流
れ
が
捏
造
さ
れ
た
、
と
大
森
は
結
論
づ
け
る
。
以
上
の
と
お
り
、
第
一
論
文

に
よ
っ
て
、「
原
生
時
間
」
か
ら
「
線
型
時
間
」
へ
の
変
造
過
程
が
、
概
略
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

「
今
」
と
「
瞬
間
」

以
上
、
五
点
に
わ
た
る
批
判
的
検
討
に
つ
づ
く
第
二
論
文
「
過
去
の
制
作
」
は
、
タ
イ
ト
ル
か
ら
す
る
と
、
第
一
論
文
に
お
け
る
「
過

去
の
意
味
」
を
主
題
的
に
追
究
し
た
も
の
と
受
け
と
れ
る
。
し
か
し
、
上
記
の
五
点
の
う
ち
、「
原
生
時
間
」
と
「
線
型
時
間
」
の
懸
隔

が
最
も
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト
は
、「
今
現
在
」
と
そ
こ
か
ら
変
造
さ
れ
た
「
点
時
刻
」
の
関
係
で
あ
る
。
筆
者
の
主
題
で
あ

る
「
瞬
間
と
刹
那
」
に
か
か
わ
る
こ
の
ポ
イ
ン
ト
を
、
立
ち
入
っ
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

発
表
の
順
で
は
「
時
間
の
変
造
」
よ
り
も
先
立
つ
「
過
去
の
制
作
」

（
⚘
）

は
、「
一

生
活
の
中
の
時
間
」
か
ら
始
ま
る
。
こ
こ
で
は
ま
だ
「
原
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生
時
間
」
と
い
う
語
は
使
わ
れ
ず
、
人
口
に
膾
炙
し
た
「
生
き
ら
れ
る
時
間
」
に
相
当
す
る
言
い
回
し
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
、

時
間
座
標
t
軸
上
の
時
間
変
数
t
が
、
時
間
順
序
、
時
刻
、
時
間
の
長
さ
を
表
示
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
現
在
」「
過
去
」「
未
来
」

と
い
っ
た
時
間
経
験
の
様
相
に
つ
い
て
何
も
教
え
な
い
、
と
い
う
事
実
が
最
初
に
告
発
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
時
間
軸
上
の
t
が
、
日
常

経
験
さ
れ
る
「
今
現
在
」
に
つ
い
て
、
何
も
知
ら
せ
な
い
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
る
。

日
常
生
活
の
中
で
の
今
現
在
と
は
、
息
つ
く
間
も
な
い
あ
わ
た
だ
し
い
概
念
で
は
な
い
。
一
瞬
、
と
い
う
よ
う
に
そ
の
間
に
目
を

ま
た
た
い
た
り
鳥
が
飛
び
立
つ
程
度
の
余
裕
が
あ
る
。
こ
の
伸
び
や
か
な
今
現
在
が
生
活
の
中
の
今
現
在
で
あ
り
、
そ
れ
は
慣
習
的

な
今
現
在
と
し
て
日
常
語
法
の
中
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
日
常
の
今
現
在
に
た
ど
り
つ
く
に
は
そ
の
日
常
語
法
を
糸

口
に
し
て
逆
に
辿
っ
て
ゆ
く
の
が
自
然
で
あ
ろ
う（

⚙
）。

こ
こ
で
大
森
の
言
う
「
今
現
在
」
と
は
、「
瞬
間
」
の
こ
と
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、「
瞬

間
」
に
は
大
森
の
言
う
ご
と
く
、
点
時
刻
の
意
味
が
付
き
ま
と
う
か
ら
だ
。
ふ
だ
ん
の
生
活
で
体
験
さ
れ
る
「
今
」
は
、
右
の
引
用
文
中

の
「
一
瞬
」
が
示
す
ご
と
く
、
何
ほ
ど
か
の
余
裕
、
伸
び
を
も
ち
、
け
っ
し
て
点
的
時
刻
と
し
て
の
瞬
間
で
は
な
い
。
こ
こ
か
ら
大
森
は
、

「
今
」
の
日
常
語
法
を
手
引
き
と
し
て
、
そ
れ
が
物
理
的
時
間
の
点
時
刻
へ
と
「
変
造
」―
―
こ
の
論
文
で
は
、
ま
だ
用
い
ら
れ
な
い
言
い

方
だ
が
―
―
さ
れ
て
ゆ
く
過
程
を
あ
ぶ
り
だ
す
。
日
常
生
活
の
中
で
の
「
今
」
の
用
法
は
、「
今
食
事
中
」「
今
入
院
中
」
と
い
う
よ
う
に
、

「
今
…
…
中
」「
今
…
…
の
最
中
」
と
い
っ
た
「
係
り
結
び
」
の
形
を
と
る
。
し
て
み
る
と
、「
今
現
在
」
が
時
刻
を
表
す
か
の
よ
う
に
見

え
る
の
は
、「
今
最
中
」
と
い
う
原
義
か
ら
派
生
し
た
も
の
だ
、
と
い
う
解
釈
が
可
能
に
な
る
。
と
す
る
な
ら
、「
今
」
が
持
続
の
な
い
瞬

間
で
あ
る
、
と
い
っ
た
〈
常
識
〉
は
、
根
本
か
ら
覆
さ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
点
時
刻
か
ら
区
別
さ
れ
る
「
今
現
在
」
の
特
徴
を
、
大
森

大
森
時
間
論
の
射
程
（
木
岡
）
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は
次
の
三
点
に
要
約
す
る（

10
）。

（
⚑
）
い
か
な
る
時
も
「
今
」
で
あ
る
（
常
住
の
今
）。

（
⚒
）
今
現
在
は
常
に
流
れ
る
（
今
の
流
れ
）。

（
⚓
）
今
現
在
は
正
確
な
一
時
刻
で
も
な
い
し
、
一
定
の
幅
を
も
っ
た
時
間
（
時
刻
間
の
間
）
で
も
な
い
（
ふ
わ
ふ
わ
の
今
）。

と
す
る
と
、
問
題
は
こ
の
よ
う
な
性
格
を
具
え
た
今
現
在
が
、
な
ぜ
、
い
か
に
し
て
物
理
的
時
間
座
標
上
の
点
時
刻
t
へ
と
変
化
す
る

の
か
、
で
あ
る
。
日
常
経
験
に
は
、
点
時
刻
の
概
念
は
存
在
し
な
い
。
点
時
刻
の
概
念
は
、
物
理
学
の
実
数
連
続
時
間
t
の
中
で
意
味
を

も
つ
。
物
理
学
が
取
り
扱
う
の
は
、
一
時
刻
に
お
け
る
位
置
、
圧
力
等
々
の
瞬
間
的
状
態
で
あ
る
。
日
常
生
活
の
中
で
は
、
例
え
ば
激
痛

が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
点
時
刻
の
状
態
を
想
像
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
瞬
間
的
状
態
の
概
念
を
同
伴
す
る
点
時

刻
の
概
念
は
物
理
時
間
t
の
も
の
で
あ
っ
て
日
常
時
間
の
中
に
は
な
い
。
…
…
そ
れ
ら
は
日
常
時
間
が
知
覚
と
動
作
の
中
で
体
験
さ
れ
る

の
に
対
し
て
、
幾
何
学
の
概
念
と
同
様
に
⽛
考
え
ら
れ
⽜⽛
思
考
さ
れ
た
⽜
時
間
な
の
で
あ
る
」

（
11
）。

こ
こ
に
二
種
の
時
間
の
違
い
が
際
立
つ
。
大
森
時
間
論
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
は
、
こ
の
二
種
の
時
間
に
、
対
立
関
係
だ
け
で
は
な
く
、「
重

ね
描
き
」
の
関
係
を
見
て
と
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
れ
ら
二
つ
の
時
間
は
、「
よ
り
以
前
、
よ
り
以
後
、
同
時
」
と
い
う

前
後
関
係
に
よ
っ
て
リ
ニ
ア
な
順
序
を
つ
く
る
と
い
う
基
本
構
造
を
共
有
す
る
た
め
に
、
日
常
時
間
の
上
に
物
理
時
間
を
「
重
ね
描
く
」

こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
大
森
の
科
学
哲
学
を
特
徴
づ
け
る
「
重
ね
描
き
」
の
概
念
が
、
こ
こ
で
原
生
時
間
か
ら
線
型
時
間
へ
の
移

行
（
変
造
）
を
説
明
す
る
た
め
に
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
概
念
の
有
効
性
は
、
二
種
の
時
間
観
念
の
共
通
性
と
差
違
に
着
目
す
る
こ
と
で
、

し
ば
し
ば
生
じ
る
混
乱
、
取
り
違
え
に
備
え
る
用
意
が
で
き
る
こ
と
に
あ
る
。「
重
ね
描
き
」
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
大
森
最
後
の
時
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間
論
は
、
そ
こ
に
至
る
彼
の
哲
学
の
集
大
成
で
あ
る
。
世
に
知
ら
れ
る
「
立
ち
現
わ
れ
一
元
論
」
の
主
張
が
、
時
間
論
の
こ
こ
か
し
こ
に

反
響
し
て
い
る
。
大
森
時
間
論
の
最
大
の
焦
点
と
し
て
、
論
議
の
的
に
さ
れ
て
き
た
「
過
去
の
制
作
」
論
は
、
そ
の
こ
と
を
物
語
る
最
適

の
例
で
あ
る
。

二
「
過
去
」
の
言
語
的
制
作

「
過
去
」
の
意
味

「
重
ね
描
き
」
に
よ
っ
て
生
じ
る
混
乱
の
最
た
る
も
の
が
、「
過
去
」
の
実
体
化
で
あ
る
、
と
大
森
は
主
張
す
る
。
通
常
の
時
間
概
念
は
、

現
在
に
対
す
る
過
去
を
、
か
つ
て
あ
っ
た
が
今
は
な
い
時
間
、
一
種
の
存
在
と
し
て
把
え
る
。
そ
う
い
う
過
去
の
実
体
性
を
表
す
の
が
、

物
理
時
間
上
の
点
時
刻
で
あ
る
現
在
を
境
と
し
て
、
左
右
を
過
去
と
未
来
に
振
り
分
け
る
お
な
じ
み
の
図
式
に
他
な
ら
な
い
。
だ
が
、
大

森
の
準
拠
す
る
原
生
時
間
に
点
時
刻
は
存
在
し
な
い
。
す
べ
て
の
時
間
体
験
は
、「
今
現
在
」
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
「
常
住
の
今
」
の

う
ち
に
、
知
覚
と
想
起
の
体
験
が
含
ま
れ
る
。
知
覚
が
現
在
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
想
起
は
過
去
の
経
験
で
あ
る
。
大
森
に
よ
れ
ば
、「
過

去
」
は
存
在
し
な
い
。
存
在
す
る
の
は
、
想
起
の
体
験
の
み
。「
過
去
を
想
起
す
る
、
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
想
起
さ
れ
る
経
験
が
過

去
経
験
な
の
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
で
想
起
は
⽛
過
去
⽜
の
定
義
的
体
験
な
の
で
あ
る
」

（
12
）。

大
森
時
間
論
の
中
で
、
最
も
問
題
的
と
見
ら
れ
る
「
過
去
の
制
作
」
論
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
存
在
し
な
い
「
過
去
」
が
、
言
語
に
よ
っ

て
制
作
さ
れ
る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
そ
の
要
点
は
、
想
起
が
言
語
に
よ
る
過
去
経
験
の
制
作
で
あ
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
言
語

に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
具
体
化
す
る
と
い
う
点
に
、
知
覚
と
も
行
動
と
も
異
な
る
想
起
の
特
異
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
想
起
に
着
目
し

て
、
常
識
化
し
た
時
間
概
念
を
破
砕
す
る
企
て
は
、
時
間
論
以
前
か
ら
顕
著
な
近
代
批
判
、
よ
り
正
確
に
言
え
ば
、
近
代
科
学
お
よ
び
近
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代
哲
学
の
批
判
、
か
ら
の
帰
結
で
あ
る
と
筆
者
に
は
受
け
と
れ
る
。
批
判
の
標
的
は
、
物
と
心
を
分
け
る
二
元
論
で
あ
る
。
有
名
な
「
立

ち
現
わ
れ
一
元
論
」
が
、
こ
う
し
た
近
代
批
判
の
文
脈
上
に
考
案
さ
れ
た
理
論
装
置
で
あ
る
こ
と
も
、
大
方
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

『
物
と
心
』（
一
九
七
四
年
）
に
収
め
ら
れ
た
「
こ
と
だ
ま
論
」
か
ら
、「
立
ち
現
わ
れ
一
元
論
」
の
全
容
を
窺
う
こ
と
に
し
よ
う
。「
立

ち
現
わ
れ
一
元
論
」
が
、
伝
統
的
な
二
元
論
の
構
図
を
書
き
換
え
る
狙
い
に
立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
呼
称
が
物
語
る
と
お
り
で

あ
る
。
物
と
心
、
対
象
と
表
象
を
区
別
す
る
二
元
論
に
対
し
て
、
大
森
は
双
方
を
「
立
ち
現
わ
れ
」―
―「
現
象
」
に
似
る
が
、
二
元
論
を

維
持
す
る
現
象
学
か
ら
の
差
別
化
が
、
こ
の
呼
称
に
込
め
ら
れ
て
い
る
―
―
の
名
の
下
に
一
元
化
す
る
。
そ
う
い
う
意
味
の
「
立
ち
現
わ

れ
」
が
、
時
間
論
に
お
け
る
「
今
現
在
」
の
先
取
り
で
あ
る
こ
と
は
、「
知
覚
」
と
「
想
起
」
に
対
応
す
る
二
種
の
立
ち
現
わ
れ
が
、
区

別
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
二
種
の
立
ち
現
わ
れ
と
は
、「
知
覚
的
立
ち
現
わ
れ
」
と
「
思
い
的
立
ち
現
わ
れ
」
で
あ
る
。

東
京
に
い
る
自
身
が
、
京
都
の
賀
茂
川
を
思
い
浮
か
べ
る
、
と
い
う
例
を
挙
げ
て
、
大
森
は
こ
う
説
明
す
る
。

本
物
の
賀
茂
川
は
二
つ
の
仕
方
で
わ
た
し
に
じ
か
に
「
立
ち
現
わ
れ
る
」。「
表
象
」
な
る
も
の
を
「
通
し
て
」
で
は
な
く
、
じㅡ

かㅡ

にㅡ

で
あ
る
。
一
つ
の
立
ち
現
わ
れ
方
は
、
知
覚
的
に
立
ち
現
わ
れ
る
仕
方
で
あ
る
。
賀
茂
が
そ
の
立
ち
現
わ
れ
方
を
す
る
の
は
わ
た
し

が
賀
茂
の
ほ
と
り
に
居
り
、
肉
眼
で
眺
め
、
あ
る
い
は
手
を
入
れ
て
そ
の
水
に
触
れ
る
場
合
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
今
一
つ
の
立

ち
現
わ
れ
方
は
、
今
の
よ
う
に
わ
た
し
が
遠
く
離
れ
て
賀
茂
を
「
思
う
」
と
き
の
立
ち
現
わ
れ
方
で
、
そ
の
場
合
は
見
た
り
触
れ
た

り
で
き
な
い
。
つ
ま
り
知
覚
で
き
な
い
。
知
覚
的
立
ち
現
わ
れ
に
対
し
て
、
こ
の
思
い
的
立
ち
現
わ
れ
の
根
本
的
性
格
は
今
述
べ
た

よ
う
に
、
知ㅡ

覚ㅡ

でㅡ

きㅡ

なㅡ

いㅡ

、
知ㅡ

覚ㅡ

しㅡ

てㅡ

いㅡ

なㅡ

いㅡ

、
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る（

13
）。

時
間
論
の
中
で
定
式
化
さ
れ
る
「
過
去
の
制
作
」
の
原
型
的
表
現
が
、
こ
こ
に
見
て
と
れ
る
。
例
示
さ
れ
た
賀
茂
川
の
「
立
ち
現
わ
れ
」
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は
、
い
ず
れ
も
今
現
在
の
体
験
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
じ
立
ち
現
わ
れ
で
あ
り
な
が
ら
、
現
場
に
い
て
直
接
そ
れ
を
眺
め
手
に
触
れ
る
場

合
と
、
遠
く
離
れ
た
場
所
に
い
て
そ
れ
を
思
う
場
合
と
で
、「
知
覚
的
」
か
「
思
い
的
」
か
が
分
か
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
体
験
を
分
か
つ

も
の
は
、
何
だ
ろ
う
か
。

『
時
間
と
自
我
』
の
中
で
、
時
間
的
現
在
と
過
去
を
分
け
る
た
め
の
説
明
概
念
と
し
て
導
入
さ
れ
る
の
が
、「
離
隔
の
事
実
」
で
あ
る
。

視
覚
体
験
に
お
い
て
、
見
え
て
い
る
物
は
必
ず
「
離
れ
て
見
え
る
」。
つ
ま
り
、
そ
の
物
の
手
前
に
前
景
空
間
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

視
覚
体
験
が
成
立
す
る
。
そ
れ
に
対
応
し
て
、
想
起
さ
れ
る
体
験
の
場
合
に
は
、
そ
の
体
験
と
そ
れ
を
想
起
し
て
い
る
今
現
在
と
の
間
に
、

か
な
ら
ず
何
ほ
ど
か
の
時
間
的
間
隔
が
あ
る
と
い
う
の
が
、「
想
起
に
お
け
る
離
隔
の
事
実
」

（
14
）

で
あ
る
。
現
在
の
行
動
や
知
覚
の
場
合
に

は
、
時
間
的
な
離
隔
は
あ
り
え
な
い
。「
こ
と
だ
ま
論
」
で
は
「
思
い
」
と
称
さ
れ
、
後
に
「
想
起
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
種
類
の

立
ち
現
わ
れ
に
お
い
て
、
時
間
的
離
隔
を
生
み
出
す
た
め
の
一
定
の
所
作
が
施
さ
れ
る
。
そ
れ
が
、
言
語
に
よ
る
「
過
去
の
制
作
」、
す

な
わ
ち
物
語
る
と
い
う
言
語
行
為
で
あ
る
。

リ
ニ
ア
時
間
へ
の
移
行

す
で
に
見
た
と
お
り
、
日
常
的
に
生
き
ら
れ
る
時
間
、「
原
生
時
間
」
か
ら
、
物
理
的
時
間
で
あ
る
「
線
型
時
間
」
が
派
生
し
た
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
第
二
次
的
で
あ
っ
た
線
型
時
間
が
、
元
々
あ
っ
た
原
生
時
間
を
「
乗
っ
取
っ
て
占
拠
し
た
」

（
15
）

と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
は
し

か
る
べ
き
理
由
が
あ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
原
生
時
間
か
ら
線
型
時
間
へ
の
移
行
を
可
能
に
す
る
も
の
は
、「
以
前
―
以
後
」
と

い
う
時
間
順
序
で
あ
る
。
も
し
こ
の
時
間
順
序
が
な
け
れ
ば
、
存
在
す
る
の
は
「
刹
那
的
断
片
的
」

（
16
）

な
知
覚
経
験
の
み
で
あ
る
―
―
こ
こ

に
、「
刹
那
滅
」
論
へ
の
親
近
性
が
窺
わ
れ
る
。
想
起
経
験
（
旧
「
思
い
的
立
ち
現
わ
れ
」）
が
、
今
現
在
に
お
け
る
時
間
的
離
隔
を
生
じ

さ
せ
、
現
在
「
よ
り
以
前
」
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
を
も
つ
過
去
経
験
を
成
立
さ
せ
る
。
そ
の
過
去
経
験
と
は
、
言
葉
に
よ
る
語
り
に
ほ

大
森
時
間
論
の
射
程
（
木
岡
）
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か
な
ら
ず
、「
…
…
し
た
」「
…
…
だ
っ
た
」
と
い
う
過
去
形
の
命
題
に
よ
っ
て
、「
過
去
を
制
作
す
る
」
こ
と
だ
と
い
う
の
が
、
大
森
の

主
張
で
あ
る
。
想
起
が
生
む
時
間
的
離
隔
を
つ
う
じ
て
、
今
現
在
を
す
べ
て
の
過
去
よ
り
も
以
後
と
し
て
、
同
様
に
、
今
現
在
か
ら
始
ま

る
未
来
の
出
来
事
を
予
期
、
想
像
す
る
こ
と
か
ら
、
現
在
を
す
べ
て
の
未
来
よ
り
も
以
前
、
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、「
線

型
時
間
」
の
骨
格
が
構
築
さ
れ
る
、
と
大
森
は
言
う
。「
そ
れ
は
過
去
想
起
の
中
に
与
え
ら
れ
て
い
る
以
前
―
以
後
の
原
生
的
時
間
順
序

の
概
念
を
未
来
と
現
在
に
外
挿
的
に
適
用
し
て
一
次
元
順
序
系
列
と
し
て
作
り
上
げ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
作
成
工
程
か
ら
み
れ
ば
時
間

の
⽛
過
去
化
⽜
と
呼
ぶ
こ
と
も
許
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
」

（
17
）。

原
生
時
間
か
ら
リ
ニ
ア
時
間
が
「
変
造
」
さ
れ
る
理
由
、
二
種
の
時
間
の
共
通
点
と
相
違
点
、
前
者
か
ら
後
者
へ
の
移
行
が
生
じ
る
次

第
、
を
見
て
き
た
。
要
は
、
原
生
時
間
に
は
そ
れ
な
り
の
前
後
の
順
序
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
順
序
を
一
次
元
の
直
線
座
標
に
投
影
し
て
固

定
化
し
た
も
の
が
、
物
理
的
時
間
の
時
間
座
標
t
で
あ
る
こ
と
、
当
然
な
が
ら
こ
の
物
理
的
図
式
に
よ
っ
て
は
、
原
生
時
間
の
も
つ
「
過

去
」
や
「
未
来
」
の
意
味
は
表
現
さ
れ
る
す
べ
が
な
い
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
情
を
念
頭
に
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
般
人
は
も

と
よ
り
、
時
間
論
の
専
門
家
を
悩
ま
せ
て
き
た
難
問
が
、
す
べ
て
二
種
の
時
間
の
混
同
か
ら
生
じ
た
虚
偽
問
題
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が

判
明
す
る
。
例
え
ば
、
そ
の
代
表
は
ゼ
ノ
ン
の
「
飛
ぶ
矢
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」。
飛
ぶ
矢
が
飛
ば
な
い
と
い
う
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
は
、
持
続

の
な
い
点
時
刻
の
概
念
か
ら
生
じ
て
く
る
。
生
活
の
中
に
存
在
し
な
い
線
型
時
間
の
「
点
時
刻
」
を
、
そ
の
ま
ま
生
き
ら
れ
る
時
間
に
重

ね
る
と
い
う
誤
り
に
よ
っ
て
、
ゼ
ノ
ン
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
が
成
立
す
る
。
大
森
同
様
、
時
間
の
種
類
を
二
分
し
た
ベ
ル
ク
ソ
ン
も
、
再
三
、

ゼ
ノ
ン
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
攻
撃
を
加
え
た
こ
と
で
有
名
だ
が
、
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
自
体
が
無
意
味
な
命
題
で
あ
る
理
由
を
、
大
森
ほ
ど
単

純
明
快
な
図
式
で
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た（

18
）。

少
し
前
に
ふ
れ
た
と
お
り
、『
物
と
心
』
で
う
ち
だ
さ
れ
た
「
立
ち
現
わ
れ
一
元
論
」
の
狙
い
は
、
物
と
心
、
対
象
と
意
味
、
等
々
の

二
元
論
的
区
別
を
解
消
し
て
、
一
元
論
的
構
図
に
よ
っ
て
世
界
の
意
味
を
考
え
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
延
長
上
に
誕
生
し
た
時
間
論
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が
、
二
元
論
批
判
の
射
程
か
ら
外
れ
な
い
こ
と
は
、
断
る
ま
で
も
な
い
。
そ
の
う
え
で
、
大
森
の
企
図
が
二
元
論
否
定
の
狙
い
に
立
つ
こ

と
を
証
明
す
る
た
め
に
は
、
一
つ
の
問
題
を
避
け
て
通
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
問
題
と
は
、
過
去
の
実
在
、
と
い
う
わ
れ
わ
れ
の
常

識
で
あ
る
。
大
森
時
間
論
を
退
け
よ
う
と
す
る
人
々
は
、
お
そ
ら
く
例
外
な
く
、
過
去
に
世
界
が
存
在
し
た
こ
と
を
認
め
、
未
来
に
も
世

界
が
存
在
し
つ
づ
け
る
、
と
い
う
世
界
の
存
続
へ
の
信
憑
を
頼
み
の
綱
と
し
て
、「
過
去
の
制
作
」
論
を
退
け
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。
同

時
に
、
世
界
の
存
続
を
保
証
す
る
線
型
時
間
の
図
式
に
固
執
す
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
問
題
を
大
森
時
間
論
の
試
金
石
と
み
な
す

こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。

「
過
去
」
と
い
う
イ
デ
ア

「
過
去
」
は
存
在
す
る
か
。
大
森
の
答
え
は
、「
過
去
」
と
は
今
現
在
に
構
築
さ
れ
た
イ
デ
ア
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
。
過
去

と
は
、
言
語
的
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
テ
ー
ゼ
に
お
け
る
「
制
作
」
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
」
に
相
当

し
、
詩
作
に
等
し
い
と
さ
れ
る（

19
）。
こ
の
テ
ー
ゼ
は
、
過
去
の
記
述
が
非
映
像
的
、
非
知
覚
的
な
言
語
に
よ
る
記
述
で
あ
る
、
と
い
う
も
う

一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
含
み
、
大
森
は
こ
の
こ
と
を
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
「
言
語
ゲ
ー
ム
」
論
か
ら
学
ん
だ
と
い
う
。
映
像
文
化
に

全
身
浸
か
り
切
っ
た
現
代
人
が
、
真
顔
で
タ
イ
ム
・
ト
ラ
ベ
ル
を
口
に
す
る
実
情
か
ら
し
て
も
、
過
去
経
験
の
映
像
化
が
、
過
去
の
実
体

化
を
促
進
し
て
き
た
事
実
は
、
疑
う
べ
く
も
な
い
。
過
去
の
非
在
を
唱
え
る
「
過
去
の
制
作
」
論
は
、
一
方
に
言
語
ゲ
ー
ム
論
を
支
え
と

し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
仏
教
の
「
刹
那
滅
」
論
を
も
う
一
つ
の
支
え
と
し
て
う
ち
だ
さ
れ
た
、
他
に
類
の
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
哲
学
的
主

張
で
あ
る
。

「
過
去
」
と
は
、
非
知
覚
的
非
感
覚
的
な
意
味
に
よ
る
言
語
的
制
作
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
映
像
的
な
過
去
の
再
現
と
考
え
ら
れ
て

き
た
夢
も
ま
た
、
言
語
に
よ
る
想
起
体
験
で
あ
る
、
と
い
う
大
森
独
自
の
主
張
と
し
て
展
開
さ
れ
る
。「
夢
」
の
問
題
に
は
立
ち
入
ら
な

大
森
時
間
論
の
射
程
（
木
岡
）
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い
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
イ
デ
ア
論
へ
の
言
及
で
あ
る
。「
過
去
の
言
語
的
制
作
」
と
い
う
理
念
は
、
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
そ
の
も

の
が
プ
ラ
ト
ン
的
な
イ
デ
ア
の
表
現
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
に
結
び
つ
く
。
経
験
に
内
在
的
な
「
立
ち
現
わ
れ
」
そ
れ
自
体
が
、
超
越
的

な
イ
デ
ア
と
一
体
で
あ
る
、
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
説
か
れ
て
い
る
。

夢
も
過
去
も
言
語
的
想
起
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
夢
と
過
去
は
共
に
プ
ラ
ト
ン
の
意
味
で
の
イ
デ
ア
の
世
界
で
あ
る
と
考
え
た
い
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
言
語
は
固
有
名
以
外
は
す
べ
て
一
般
名
辞
で
あ
っ
て
、
普
遍
概
念
す
な
わ
ち
イ
デ
ア
を
表
現
す
る
も
の

だ
か
ら
で
あ
る
。
夢
も
過
去
も
数
学
や
物
理
学
と
共
に
イ
デ
ア
世
界
な
の
で
あ
る（

20
）。

イ
デ
ア
が
超
越
的
存
在
で
あ
る
と
い
う
古
来
の
了
解
は
、
こ
れ
を
一
種
の
言
語
的
制
作
物
と
み
な
し
て
、
夢
と
同
等
の
地
位
に
引
き
ず

り
お
ろ
す
右
の
証
言
に
よ
っ
て
蹂
躙
さ
れ
る
。
イ
デ
ア
と
現
実
（
感
覚
的
世
界
）
の
区
別
は
、
西
洋
形
而
上
学
に
お
け
る
不
抜
の
伝
統
で

あ
る
。
そ
の
区
別
が
、
イ
デ
ア
や
神
の
存
在
す
る
「
永
遠
」
と
、
そ
こ
か
ら
隔
て
ら
れ
た
地
上
的
世
界
の
「
時
間
」
を
区
別
さ
せ
、〈
時

と
永
遠
〉
の
弁
証
法
を
不
可
避
的
に
要
請
し
た
原
理
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
対
し
て
、
イ
デ
ア
は
夢
と
同
じ
く
、
言
語
的
に

制
作
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
言
い
分
は
、
大
森
哲
学
が
そ
れ
か
ら
養
分
を
得
て
き
た
は
ず
の
西
洋
哲
学
を
、
根
こ
そ
ぎ
覆
す
振
る
舞
い
だ

と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
管
見
の
当
否
は
と
も
か
く
、
イ
デ
ア
の
超
越
的
絶
対
性
に
立
脚
す
る
形
而
上
学
の
二
元
論
は
、
以
上

の
よ
う
な
大
森
の
主
張
を
到
底
受
け
容
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
思
わ
れ
る
。

大
森
時
間
論
は
、
永
遠
不
滅
の
イ
デ
ア
が
存
在
す
る
と
い
う
西
洋
形
而
上
学
へ
の
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
ア
ン
チ
・
テ
ー
ゼ
で
あ
る
。
時
間

論
に
先
行
す
る
「
立
ち
現
わ
れ
」
一
元
論
に
よ
っ
て
、
現
象
と
本
質
、
と
い
う
二
元
論
的
構
図
は
す
で
に
破
棄
さ
れ
た
。
本
質
と
し
て
の

「
意
味
」
が
存
在
す
る
と
い
う
な
ら
、
そ
れ
は
今
現
在
に
お
け
る
想
起
に
お
い
て
で
あ
り
、
そ
れ
に
お
い
て
で
し
か
な
い
、
と
い
う
思
想
。
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こ
の
強
烈
な
反
二
元
論
の
主
張
が
、
過
去
の
実
在
性
を
前
提
と
す
る
時
間
の
形
而
上
学
を
否
定
す
る
、「
過
去
の
制
作
」
論
を
生
み
出
し

た
。
大
森
時
間
論
は
そ
う
し
た
意
味
で
、
西
洋
哲
学
を
養
い
親
と
し
な
が
ら
、
長
ず
る
に
及
ん
で
反
逆
に
至
っ
た
鬼
子
で
あ
る
、
と
言
う

こ
と
が
適
切
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

三
「
刹
那
滅
」
へ
の
視
線

形
而
上
学
批
判
と
歴
史

時
間
の
真
実
は
、「
今
現
在
」
の
経
験
の
み
。
そ
の
中
で
、「
過
去
」「
未
来
」
が
言
語
的
に
制
作
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
実
体
と
し
て
の

過
去
は
存
在
し
な
い
、
と
い
う
の
が
「
過
去
の
制
作
」
論
の
骨
子
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
よ
う
に
過
去
の
存
在
性
格
が
剥
奪
さ
れ
る
こ
と

に
対
し
て
、
実
体
的
な
過
去
の
存
在
を
擁
護
し
よ
う
と
す
る
主
張
が
現
れ
る
こ
と
は
、
当
然
で
あ
る
。
無
理
も
な
い
。
線
型
時
間
の
概
念

は
、
古
代
以
来
の
イ
デ
ア
と
現
実
の
区
別
、〈
時
と
永
遠
〉
の
弁
証
法
に
支
え
ら
れ
て
お
り
、
西
洋
形
而
上
学
の
伝
統
と
一
体
で
あ
る
か

ら
だ
。
大
森
が
問
題
に
す
る
線
型
時
間
は
、「
物
理
的
時
間
」
と
し
て
科
学
の
埒
内
に
囲
い
込
ま
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
に
対
す
る
批

判
は
、
科
学
の
基
底
を
成
す
形
而
上
学
に
及
ぶ
。
大
森
時
間
論
の
批
判
的
射
程
は
、
近
代
科
学
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
神
を
根
底
に
置

く
西
洋
文
明
の
全
体
に
届
く
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
過
去
」
を
否
定
す
る
と
は
、
形
而
上
学
の
二
元
論
を
根
底
か
ら
崩
し
去
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
過
去
の
実
在
性
を
否
定
す
る
の
は
、
過
去
の
事
実
を
認
め
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
歴
史
」
を
否
定
す
る
こ
と
で
は

な
い
か
。
こ
う
い
う
反
論
が
、
当
然
出
て
く
る
と
予
想
さ
れ
る
。
で
は
、
歴
史
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
か
。「
過
去
と
は
社
会
的
に

合
作
さ
れ
た
言
語
的
制
作
物
な
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
自
然
科
学
の
諸
理
論
に
そ
っ
く
り
な
の
で
あ
る
」

（
21
）。
大
森
の
こ
う
し
た
言
い
分
で

大
森
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程
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は
、
言
語
的
制
作
物
、
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
歴
史
は
自
然
科
学
と
同
類
で
あ
り
、
科
学
と
歴
史
に
一
線
を
画
す
べ
き
理

由
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
は
た
し
て
、
そ
れ
で
よ
い
だ
ろ
う
か
。「
歴
史
」
と
は
、
一
面
「
物
語
」
で
あ
る
と
同
時
に
、
実
際

に
起
こ
っ
た
「
出
来
事
」
の
意
味
を
も
つ
。「
起
こ
る
」（
geschehen）
に
由
来
す
る
の
が
、「
出
来
事
と
し
て
の
歴
史
」（
Geschichte）

で
あ
る（

22
）。
後
者
の
意
味
で
の
歴
史
は
、
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
。
時
間
論
三
部
作
に
限
定
し
て
言
う
な
ら
、
大
森
は
言
語
哲
学
・
科

学
哲
学
の
批
判
に
照
準
を
合
わ
せ
る
も
の
の
、
歴
史
に
対
す
る
批
判
に
ま
で
は
、
手
が
回
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
歴
史
に
対
す
る
関
心

は
、
西
洋
だ
け
で
は
な
く
、
い
ず
れ
の
文
明
世
界
に
も
普
遍
的
に
存
在
す
る
。
歴
史
は
、
実
体
的
な
過
去
を
認
め
る
こ
と
な
し
に
は
成
立

し
な
い
と
い
う
の
が
、
一
般
的
な
考
え
方
で
あ
る
。
大
森
自
身
の
テ
ク
ス
ト
は
、
こ
の
問
い
か
け
に
答
え
な
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
と

は
い
え
、
も
は
や
科
学
の
概
念
と
は
い
い
が
た
い
一
つ
の
形
而
上
学
的
な
着
想
に
、
大
森
が
心
を
寄
せ
て
い
た
事
実
が
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
仏
教
的
な
「
刹
那
滅
」
に
対
す
る
親
近
性
で
あ
る
。

「
刹
那
仮
説
」
へ
の
共
感

論
文
「
刹
那
仮
説
と
ア
キ
レ
ス
及
び
観
測
問
題
」（
一
九
九
一
年
）
の
タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ
う
に
、
大
森
は
仏
教
思
想
で
あ
る
「
刹
那
滅
」

を
、
理
論
的
検
討
に
付
さ
れ
る
べ
き
「
仮
説
」
と
し
て
、
俎
上
に
上
せ
て
い
る
。
大
森
は
上
記
の
論
文
に
お
い
て
、
こ
の
特
異
な
時
間
観

念
を
、
仏
教
の
世
界
に
だ
け
通
用
す
る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
類
と
し
て
把
え
る
の
で
は
な
く
、
科
学
哲
学
者
の
立
場
か
ら
評
価
す
る
姿
勢
を

示
し
て
い
る
。
た
し
か
に
、「
刹
那
仮
説
」
と
「
ア
キ
レ
ス
」（
ゼ
ノ
ン
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
）、
さ
ら
に
「
観
測
問
題
」
を
並
列
的
に
取
り

上
げ
る
着
眼
は
、
凡
百
の
哲
学
者
が
思
い
つ
く
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

ふ
つ
う
の
科
学
哲
学
者
な
ら
、
誰
も
取
り
上
げ
る
は
ず
の
な
い
「
刹
那
滅
」
の
観
念
。
そ
れ
に
大
森
が
、
い
か
な
る
経
緯
か
ら
関
心
を

寄
せ
る
に
至
っ
た
か
は
定
か
で
な
い
。
だ
が
、
論
文
の
タ
イ
ト
ル
が
物
語
る
と
お
り
、「
刹
那
仮
説
」
は
「
ア
キ
レ
ス
」「
観
測
問
題
」
と
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の
三
題
噺
を
構
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
時
間
お
よ
び
運
動
の
連
続
性
と
い
う
常
識
に
立
ち
向
か
う
べ
く
、
共
同
戦
線
を
構
成
す
る
。
線

型
時
間
の
否
定
は
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
そ
の
裏
返
し
で
あ
る
時
間
の
非
連
続
を
含
意
す
る
。「
非
連
続
の
時
間
を
積
極
的
に
措
定
す

る
仮
説
」
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、「
刹
那
滅
」
に
重
要
な
理
論
的
価
値
が
付
与
さ
れ
た
次
第
は
頷
け
る
。
ゼ
ノ
ン
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
「
飛

ぶ
矢
は
飛
ば
な
い
」
は
、
先
に
言
及
し
た
と
お
り
、「
点
時
刻
」
の
非
現
実
性
と
い
う
指
摘
と
と
も
に
、
あ
っ
さ
り
排
撃
さ
れ
た
。
こ
こ

で
「
ア
キ
レ
ス
と
亀
」
が
、
刹
那
滅
と
並
べ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
運
動
の
非
連
続
を
裏
づ
け
る
仮
説
と
し
て
浮
上
す
る
。
そ
の
う
え
、

二
つ
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
―
―
刹
那
滅
と
ア
キ
レ
ス
―
―
は
、
現
代
物
理
学
の
「
観
測
問
題
」
を
解
く
う
え
で
、
重
大
な
寄
与
を
果
た
し
う

る
と
評
価
さ
れ
る
。
刹
那
仮
説
は
、
ゼ
ノ
ン
の
「
グ
ロ
テ
ス
ク
」
な
二
つ
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
（「
飛
ぶ
矢
は
飛
ば
な
い
」
お
よ
び
「
ア
キ

レ
ス
と
亀
」）
に
こ
と
寄
せ
て
、
次
の
よ
う
に
引
っ
張
り
出
さ
れ
る
。

だ
と
す
れ
ば
こ
こ
に
二
つ
の
グ
ロ
テ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
ゼ
ノ
ン
の
運
動
の
不
可
能
と
運
動
の
非
連
続
と
。
そ
れ
な
ら

ば
、
一
方
の
グ
ロ
テ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
に
今
一
方
の
グ
ロ
テ
ス
ク
を
飲
む
と
い
う
方
法
を
と
る
こ
と
に
も
ほ
ん
の
一
部
の
理
が
な

い
わ
け
で
も
な
い
。
少
な
く
と
も
そ
れ
を
実
験
的
に
試
し
て
み
る
こ
と
に
と
や
か
く
言
う
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
運
動
の
非

連
続
を
あ
か
ら
さ
ま
に
内
含
し
て
い
る
仏
教
思
想
の
中
の
刹
那
滅
の
考
え
を
取
り
上
げ
て
こ
れ
を
仮
説
と
し
て
設
定
し
て
み
る
こ
と

に
す
る
。
世
界
は
時
間
的
に
非
連
続
で
刹
那
刹
那
に
生
じ
た
途
端
に
消
滅
す
る
と
い
う
と
ん
で
も
な
い
仮
説
で
、
こ
れ
を
刹
那
仮
説

と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る（

23
）。

引
用
し
た
一
節
は
、
表
向
き
ゼ
ノ
ン
の
二
つ
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
の
う
ち
、「
運
動
の
非
連
続
」（
ア
キ
レ
ス
と
亀
）
を
支
持
す
る
と
い
う

目
的
か
ら
、「
刹
那
滅
」
の
援
用
を
思
い
つ
い
た
、
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、「
刹
那
仮
説
」
そ
れ
自
体
が
、
正
当
化
を
必
要

大
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と
す
る
「
と
ん
で
も
な
い
仮
説
」
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
こ
う
し
た
所
作
は
い
さ
さ
か
不
可
解
に
映
る
。
な
ぜ
、
こ
こ
で
「
刹
那
滅
」
に
訴

え
る
必
要
が
あ
る
の
か
、
と
。
だ
が
、
そ
れ
に
は
理
由
が
あ
る
。「
現
代
科
学
は
相
対
性
理
論
や
量
子
論
と
い
っ
た
常
識
に
と
っ
て
は
今

尚
パ
ラ
ド
キ
シ
カ
ル
な
も
の
を
許
容
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
そ
れ
ら
を
基
礎
に
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
刹
那
仮
説
な
ど
は
物
の
数

で
は
な
い
と
も
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
」

（
24
）。
つ
づ
け
て
大
森
は
、
原
子
や
分
子
の
軌
道
電
子
が
異
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
準
位
に
移
る
、
と
い
う

「
量
子
飛
躍
」
を
例
に
挙
げ
、「
非
連
続
運
動
変
化
と
い
う
点
で
刹
那
滅
は
量
子
論
に
極
め
て
近
縁
で
あ
る
」

（
25
）

と
主
張
す
る
。
さ
ら
に
大
森

は
、
量
子
論
解
釈
上
の
難
所
で
あ
る
「
観
測
問
題
」
を
引
き
合
い
に
出
し
、
物
理
量
が
刹
那
に
お
い
て
観
測
さ
れ
る
と
い
う
立
場
を
と
る

こ
と
で
、
観
測
問
題
は
消
失
す
る
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
大
森
が
時
間
お
よ
び
運
動
変
化
の
連
続
性
と
い
う
強
固
な
先
入
観
念
を
破
砕
す
る
手
段
と
し
て
、
三
種
の
パ
ラ

ド
ッ
ク
ス
（
刹
那
仮
説
、
ア
キ
レ
ス
と
亀
、
観
測
問
題
）
を
あ
え
て
共
闘
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
、
と
い
う
事
情
が
浮
か
び
上
が
る
。
そ

れ
ら
の
う
ち
、
最
重
要
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
は
ど
れ
か
。
そ
う
訊
ね
た
な
ら
ば
、
科
学
哲
学
者
大
森
と
し
て
は
、
量
子
論
の
そ
れ
が
第
一
で

あ
る
と
い
う
答
え
が
、
あ
る
い
は
返
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
は
、
い
ず
れ
も
現
代
世
界
に
根
づ

く
常
識
と
鋭
く
対
立
す
る
。
大
森
の
照
準
は
、
こ
れ
ら
す
べ
て
に
関
係
す
る
時
間
観
念
の
根
本
批
判
に
合
わ
せ
ら
れ
る
。

運
動
の
非
連
続

前
に
ふ
れ
た
と
お
り
、
ゼ
ノ
ン
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
「
飛
ぶ
矢
は
飛
ば
な
い
」
に
対
す
る
大
森
の
態
度
は
、
点
時
刻
の
非
現
実
性
を
突
く
、

簡
単
明
瞭
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
線
型
時
間
の
孕
む
問
題
は
、
点
時
刻
だ
け
で
は
な
い
。「
時
の
流
れ
」、「
時
間
の
連
続
性
」
と

い
う
観
念
が
、
人
々
の
常
識
と
結
び
つ
い
て
、
線
型
時
間
へ
の
支
持
を
生
み
出
し
て
い
る
。「
時
の
流
れ
」
は
、
運
動
の
連
続
性
と
不
可

分
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
改
め
て
「
ア
キ
レ
ス
と
亀
」
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
ゼ
ノ
ン
の
真
意
が
「
運
動
の
不
可
能
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性
」
の
証
明
で
は
な
く
、「
連
続
的
運
動
の
不
可
能
性
」
に
あ
っ
た（

26
）、
と
い
う
新
た
な
観
点
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
そ
の
観
点
を
成
立
さ
せ

る
に
は
、
運
動
の
非
連
続
を
内
含
す
る
前
提
を
具
体
化
し
て
、
検
討
す
る
に
如
く
は
な
い
。
そ
う
し
て
、
た
ま
た
ま
そ
の
前
提
に
相
当
す

る
「
刹
那
生
滅
の
考
え
と
名
前
を
拝
借
し
て
刹
那
仮
説
と
称
し
た
」

（
27
）

と
い
う
の
が
、
大
森
の
言
い
分
で
あ
る
。
こ
う
し
て
大
森
は
、
刹
那

滅
の
思
想
か
ら
、
仏
教
的
存
在
論
の
爾
余
の
部
分
は
こ
そ
げ
落
と
し
、
た
だ
運
動
の
連
続
性
否
定
の
意
味
の
み
を
取
り
出
し
、
ゼ
ノ
ン
の

パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
と
競
合
さ
せ
た
。
で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
運
動
の
連
続
性
が
否
定
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

刹
那
仮
説
に
お
い
て
は
、
空
間
的
運
動
は
対
象
の
刹
那
的
出
現
の
飛
び
飛
び
の
系
列
に
な
る
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。
そ
の

各
々
の
刹
那
的
出
現
で
対
象
は
あ
る
位
置
を
占
め
る
が
、
そ
の
位
置
の
連
続
的
変
化
の
時
間
微
分
と
し
て
の
速
度
を
云
々
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
そ
の
代
り
に
位
置
と
は
独
立
な
「
運
動
量
」
を
持
つ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
て
各
刹
那
に
位
置
と
運
動

量
と
を
持
つ
対
象
の
系
列
が
対
象
の
真
の
空
間
運
動
で
あ
る
。
こ
の
刹
那
の
系
列
と
し
て
の
運
動
を
わ
れ
わ
れ
は
仮
現
運
動
の
場
合

と
類
似
し
て
連
続
運
動
と
し
て
知
覚
す
る
と
考
え
る（

28
）。

空
間
的
運
動
は
連
続
的
で
あ
り
、
自
然
法
則
は
連
続
性
に
立
脚
し
て
成
立
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
刹
那
仮
説
に
立
つ
刹
那
系
列
は
、

そ
れ
ら
の
意
味
を
消
し
去
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ら
に
取
っ
て
代
わ
る
こ
と
が
で
き
る
と
大
森
は
主
張
す
る
。
刹
那
仮
説
は
現
代
科
学
と
矛

盾
す
る
も
の
で
は
な
く
、
線
型
時
間
よ
り
も
物
理
学
に
よ
り
よ
く
適
合
す
る
と
い
う
言
い
分
に
、
科
学
哲
学
者
大
森
の
真
骨
頂
が
認
め
ら

れ
る
。
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刹
那
仮
説
と
点
時
刻

刹
那
仮
説
は
、「
世
界
は
時
間
的
に
非
連
続
で
刹
那
刹
那
に
生
じ
た
途
端
に
消
滅
す
る
と
い
う
と
ん
で
も
な
い
仮
説
」

（
29
）

で
あ
る
と
い
う
。

ふ
つ
う
に
読
め
ば
、「
刹
那
仮
説
」
は
、
世
界
は
一
瞬
に
生
じ
、
生
じ
た
途
端
に
消
滅
す
る
、
と
い
っ
た
風
に
受
け
と
ら
れ
、
そ
う
い
う

理
解
に
違
和
感
が
生
じ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
刹
那
を
「
瞬
間
」「
き
わ
め
て
短
い
時
間
」
と
す
る
常
識
が
、
そ
れ
以
上
の
詮
索
を
不

要
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、「
瞬
間
と
刹
那
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
る
筆
者
の
立
場
か
ら
、
こ
こ
で
あ
え
て
大
森
の
議
論
に
対
す
る

疑
問
を
呈
し
た
い
。
と
い
う
の
も
、
大
森
は
「
刹
那
仮
説
」
を
立
て
て
お
き
な
が
ら
、
肝
心
の
「
刹
那
」
が
何
か
と
い
う
根
本
問
題
に
、

立
ち
入
る
こ
と
を
省
略
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
こ
ん
な
ふ
う
に
―
―

そ
の
中
味
を
簡
単
に
言
え
ば
、
世
界
は
刹
那
刹
那
に
出
現
し
て
そ
れ
ら
の
刹
那
以
外
の
時
間
に
は
没
し
滅
し
て
無
に
帰
す
る
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
以
上
精
し
く
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
ま
た
そ
の
必
要
も
な
い
。
例
え
ば
、
一
つ
の
刹
那
の
持
続
期
間

は
何
ピ
コ
セ
カ
ン
ド
と
か
、
刹
那
と
刹
那
と
の
時
間
間
隔
は
何
分
ほ
ど
と
か
は
問
う
必
要
は
な
い
。
そ
う
い
う
細
部
は
必
要
が
生
じ

た
と
き
に
付
け
加
え
れ
ば
よ
い
の
で
、
そ
れ
ま
で
は
棚
上
げ
に
し
て
お
く
方
が
よ
い
。
な
ぜ
な
ら
運
動
の
連
続
性
を
問
題
に
す
る
限

り
に
必
要
な
内
容
が
望
ま
し
い
か
ら
で
あ
る（

30
）。

こ
の
書
き
ぶ
り
か
ら
察
す
る
と
こ
ろ
、
線
型
時
間
に
対
抗
す
る
原
生
時
間
を
う
ち
だ
し
た
は
ず
の
大
森
が
、
こ
と
刹
那
仮
説
に
関
し
て

は
、「
刹
那
」
を
線
型
時
間
に
お
け
る
「
点
時
刻
」
と
同
様
の
意
味
に
見
立
て
る
扱
い
を
、
自
身
に
許
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。

問
い
質
す
な
ら
、
刹
那
と
点
時
刻
は
同
じ
な
の
か
、
同
じ
で
な
い
と
す
る
な
ら
、
両
者
の
違
い
は
何
か
、
で
あ
る
。
問
い
方
を
変
え
れ
ば
、

原
生
時
間
に
お
け
る
「
今
現
在
」
と
「
刹
那
」
と
の
関
係
は
い
か
な
る
も
の
な
の
か
、
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
問
い
た
い
。
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こ
う
し
た
疑
問
に
答
え
る
箇
所
は
、
同
論
文
中
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、「
刹
那
滅
」
の
本
質
は
不
問
に
付
し
た
ま
ま
、
た

だ
「
運
動
の
非
連
続
」
を
う
ら
づ
け
る
と
い
う
一
点
で
、
刹
那
仮
説
が
採
用
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
上
の
問
い
を
大
森
に
ぶ

つ
け
る
機
会
が
も
し
あ
り
え
た
と
す
る
な
ら
、
ど
う
い
う
答
え
が
返
っ
て
く
る
だ
ろ
う
か
。
推
測
の
域
を
出
な
い
も
の
の
、
第
一
の
疑
問

に
対
し
て
は
、
お
そ
ら
く
刹
那
と
点
時
刻
は
同
じ
で
な
い
、
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
線
型
時
間
お
よ
び
点
時
刻
を
否
定
す

る
た
め
に
持
ち
出
さ
れ
た
刹
那
仮
説
が
、
攻
撃
相
手
と
同
類
の
思
考
で
あ
っ
た
の
で
は
、
お
よ
そ
仮
説
の
提
示
が
意
味
を
な
さ
な
い
か
ら

で
あ
る
。
後
の
問
い
、「
今
現
在
」
と
「
刹
那
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ど
う
か
。
前
出
の
「
正
確
な
一
時
刻
で
も
な
い
し
、
一
定
の
幅

を
持
っ
た
時
間
で
も
な
い
」

（
31
）

と
い
う
規
定
（「
ふ
わ
ふ
わ
の
今
」）
か
ら
考
え
る
と
、
上
の
引
用
文
で
「
棚
上
げ
」
に
さ
れ
た
「
刹
那
」
に

関
す
る
「
細
部
」
が
、「
今
現
在
」
の
性
格
に
一
致
す
る
か
ど
う
か
は
、
何
と
も
言
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
大
森
が
こ
こ
で
「
刹
那
仮
説
」

に
託
し
た
も
の
は
、「
運
動
の
連
続
性
を
問
題
に
す
る
限
り
に
必
要
な
内
容
」、
す
な
わ
ち
時
間
の
非
連
続
の
み
だ
か
ら
で
あ
る
。

時
間
を
「
非
連
続
の
連
続
」
と
す
る
時
間
の
弁
証
法
は
、
戦
前
の
西
田
哲
学
に
見
ら
れ
る
な
ど
、
別
段
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
。
た
だ

運
動
お
よ
び
時
間
の
非
連
続
を
論
証
す
る
、
と
い
う
目
的
だ
け
の
た
め
に
、
わ
ざ
わ
ざ
仏
教
思
想
の
「
刹
那
滅
」
を
援
用
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
理
由
が
、
何
か
あ
る
の
か
。
た
ま
た
ま
そ
れ
が
現
代
科
学
に
親
和
的
で
あ
る
、
と
い
う
発
見
を
強
調
せ
ん
が
た
め
に
、
と
ら

れ
た
奇
策
の
類
だ
ろ
う
か
。
こ
う
い
っ
た
尽
き
な
い
疑
問
を
さ
ら
に
追
及
す
る
手
続
き
は
、
他
の
機
会
に
譲
る
こ
と
と
し
、
本
稿
で
は
最

後
に
、
刹
那
滅
論
の
本
家
で
あ
る
仏
教
側
の
、
大
森
の
議
論
に
対
す
る
評
価
を
見
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
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四

仏
教
か
ら
見
た
大
森
時
間
論

仏
教
か
ら
の
応
答

大
森
が
、
運
動
お
よ
び
時
間
の
非
連
続
を
主
張
す
る
と
い
う
目
的
か
ら
、
い
わ
ば
便
宜
的
に
「
刹
那
仮
説
」
を
利
用
し
た
こ
と
に
対
し

て
、
仮
説
の
出
所
で
あ
る
仏
教
の
側
は
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
だ
ろ
う
か
。
谷
貞
志
は
、
大
著
『
刹
那
滅
の
研
究
』
の
「
終
章

刹
那
滅
論
証
：
論
理
と
時
間
性
」
の
中
で
、
大
森
の
企
図
に
お
お
む
ね
肯
定
的
な
評
価
を
与
え
て
い
る
。
大
森
に
対
す
る
肯
定
的
評
価
は
、

時
間
論
の
文
脈
で
大
き
く
二
点
、
自
我
論
と
の
関
連
で
一
点
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
時
間
論
に
関
し
て
。
第
一
に
、
線
型
時
間
に
対
す
る
原
生
時
間
の
設
定
と
ゼ
ノ
ン
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
の
扱
い
が
評
価
さ
れ
て
い

る
。「
原
生
時
間
」
に
つ
い
て
、
谷
は
「
こ
の
現
象
学
的
方
法
論
は
ブ
ッ
ダ
が
と
っ
た
無
常
性
の
覚
醒
の
道
に
非
常
に
近
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
」

（
32
）

と
述
べ
て
い
る
。
原
生
時
間
に
お
け
る
瞬
間
が
、
点
時
刻
に
変
造
さ
れ
た
と
い
う
大
森
の
主
張
が
認
め
ら
れ
、
原
生
的
時
間

の
瞬
間
を
「
刹
那
」
に
見
立
て
る
立
場
か
ら
、
ゼ
ノ
ン
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
を
め
ぐ
る
扱
い
が
論
評
さ
れ
て
い
る
。
大
森
が
そ
の
本
質
に
立

ち
入
る
こ
と
な
く
、
便
宜
的
に
使
用
し
た
「
刹
那
滅
」
の
概
念
。
そ
れ
を
自
身
の
観
点
か
ら
分
節
化
し
つ
つ
、
谷
は
こ
う
述
べ
る
。

⚒
瞬
間
以
上
に
わ
た
っ
て
同
一
性
を
保
つ
持
続
性
で
は
な
く
、
つ
ね
に
そ
の
都
度
、
新
し
い
存
在
が
「
ほ
と
ん
ど
無
」
に
近
い
差
異

化
を
反
復
さ
せ
て
い
る
よ
う
な
連
続
が
可
能
な
た
め
に
は
、
存
在
は
自
発
的
に
消
滅
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
刹
那

滅
を
仮
定
し
な
け
れ
ば
連
続
体
の
問
題
は
解
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
ゼ
ノ
ン
の
提
起
し
た
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
な
の
で
あ
る（

33
）。

「
刹
那
滅
」
は
、「
⚒
瞬
間
以
上
に
わ
た
っ
て
同
一
性
を
保
つ
」
持
続
と
矛
盾
す
る
が
、「
連
続
性
」
と
は
矛
盾
し
な
い
、
と
い
う
趣
旨
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が
見
て
と
れ
る
。
こ
れ
は
一
見
、
運
動
の
連
続
性
を
刹
那
滅
が
否
定
す
る
と
い
う
大
森
の
主
張
と
対
立
す
る
か
に
見
え
る
。
谷
に
よ
れ

ば
、
刹
那
滅
は
運
動
の
連
続
を
斥
け
る
仮
説
で
は
な
く
、
連
続
性
を
成
立
さ
せ
る
う
え
で
不
可
欠
の
条
件
だ
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
両
者

の
言
わ
ん
と
す
る
事
柄
に
齟
齬
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
要
は
、「
非
連
続
の
連
続
」
で
あ
る
運
動
の
力
点
を
、「
非
連
続
」
に
置
く
（
大
森
）

か
、「
連
続
」
に
置
く
（
谷
）
か
、
の
違
い
に
過
ぎ
な
い（

34
）。

も
う
一
点
は
、「
過
去
の
制
作
」
に
つ
い
て
の
評
価
で
あ
る
。
す
で
に
見
た
と
お
り
、
大
森
の
主
張
は
、
過
去
は
実
体
で
は
な
く
、
過

去
形
で
表
現
さ
れ
る
言
語
的
制
作
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
、
谷
は
刹
那
滅
論
者
で
あ
る
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
「
過

去
は
概
念
構
想
／
こ
と
ば
に
よ
る
構
想
」
で
あ
る
と
す
る
考
え
を
引
き
、
そ
れ
は
「
過
去
」
と
い
う
基
体
（
ダ
ル
ミ
ン
）
が
存
在
し
な
い

刹
那
滅
を
意
味
す
る
、
と
述
べ
て
い
る（

35
）。

以
上
二
点
は
、
時
間
論
の
文
脈
か
ら
見
て
と
れ
る
仏
教
思
想
と
大
森
哲
学
と
の
近
さ
、
親
和
性
で
あ
る
。『
時
間
と
自
我
』
の
タ
イ
ト

ル
が
物
語
る
と
お
り
、
大
森
に
お
け
る
時
間
論
が
自
我
論
と
並
行
し
て
展
開
さ
れ
る
と
い
う
点
を
、
本
論
の
最
初
に
注
意
し
た
。
こ
こ
で

そ
の
点
を
想
い
起
こ
す
な
ら
、
大
森
の
自
我
論
が
、
仏
教
の
刹
那
滅
論
に
関
連
す
る
「
無
我
」
の
立
場
と
親
和
的
で
あ
る
次
第
も
頷
け
る
。

と
い
う
の
も
、
世
界
認
識
を
成
り
立
た
せ
る
〈
主
観
―
客
観
〉
の
二
元
論
的
構
図
を
、「
立
ち
現
わ
れ
一
元
論
」
に
よ
っ
て
棄
却
し
た
大

森
の
企
て
は
、『
時
間
と
自
我
』
で
は
「
自
我
と
時
間
の
双
生
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
下
で
再
び
着
手
さ
れ
、
そ
う
し
て
導
き
出
さ
れ
た
の
が
、

時
間
と
自
我
が
双
生
す
る
と
い
う
事
実
だ
か
ら
で
あ
る
。
大
森
に
よ
る
「
自
我
」
の
抹
消
は
、
刹
那
滅
論
の
代
表
者
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
（
世

親
）
に
よ
る
「
私
」
の
消
去
と
軌
を
一
に
す
る（

36
）。「
主
観
」「
自
我
」
の
抹
消
は
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
そ
れ
に
対
峙
す
る
「
客
観
」「
世

界
」
の
消
去
と
一
対
で
あ
る
。
か
く
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、
近
代
以
降
に
自
明
と
な
っ
た
自
我
（
主
観
）・
世
界
（
客
観
）・
時
間
と
い
う
三

つ
組
み
が
、
現
代
の
大
森
哲
学
に
よ
っ
て
葬
り
去
ら
れ
る
は
る
か
以
前
、
仏
教
の
刹
那
滅
論
に
よ
っ
て
廃
却
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
に

導
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

大
森
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論
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射
程
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木
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時
間
論
の
彼
方
へ

大
森
時
間
論
の
射
程
を
、
物
理
的
時
間
に
対
す
る
原
生
時
間
の
反
定
立
、
と
い
う
文
脈
に
沿
っ
て
明
ら
か
に
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
時
間

と
一
対
で
双
生
す
る
自
我
の
問
題
を
覆
う
と
い
う
こ
と
が
、
こ
こ
ま
で
で
明
ら
か
と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
自
我
論
の
改
訂
を
匂
わ
せ
つ

つ
、
大
森
は
そ
こ
に
至
る
こ
と
な
く
生
を
閉
じ
た
。
時
間
論
と
自
我
論
、
こ
れ
ら
の
全
面
的
な
書
き
換
え
が
セ
ッ
ト
で
完
遂
さ
れ
た
暁
に
、

い
か
な
る
展
望
が
開
か
れ
る
と
言
え
る
の
か
。
そ
れ
を
云
々
す
る
こ
と
は
、
す
で
に
鬼
籍
に
入
っ
た
人
物
に
対
す
る
望
蜀
の
ふ
る
ま
い
と

な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
仮
に
そ
れ
を
語
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
場
合
、
時
間
論
、
自
我
論
に
続
く
「
世
界
論
」（
宇
宙
論
）
が
構
想
さ
れ

て
い
た
と
し
て
も
、
あ
な
が
ち
見
当
外
れ
で
は
あ
る
ま
い
。
な
ぜ
な
ら
、
時
間
論
の
書
き
換
え
に
援
用
さ
れ
た
仏
教
思
想
の
刹
那
滅
は
、

そ
れ
自
体
と
し
て
、
線
型
時
間
の
単
な
る
ア
ン
チ
・
テ
ー
ゼ
と
い
う
よ
う
な
限
定
的
な
意
味
を
超
え
、
西
洋
形
而
上
学
と
は
ま
っ
た
く
異

な
る
仏
教
的
形
而
上
学
の
中
核
に
位
置
す
る
理
念
で
あ
る
か
ら
だ
。
そ
の
よ
う
な
仏
教
思
想
の
全
体
性
格
に
、
大
森
は
一
顧
だ
に
与
え
る

こ
と
な
く
、
た
だ
そ
の
連
続
性
否
定
の
実
用
的
な
意
味
側
面
を
引
用
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
筆
者
か
ら
す
る
と
、
自
説
の
裏
づ
け
に
「
刹

那
滅
」
を
援
用
す
る
に
し
て
も
、
そ
の
程
度
の
言
及
で
は
済
む
ま
い
に
、
と
い
う
の
が
率
直
な
不
満
で
あ
る
。

仏
教
思
想
の
精
神
的
背
景
は
、
西
洋
文
明
と
は
異
質
な
時
空
観
念
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
現
在
の
視
点
か
ら
「
刹
那
滅
」
を
論
じ
る
こ

と
は
、
近
代
以
後
に
普
遍
化
し
た
、
西
洋
の
線
型
時
間
的
な
世
界
認
識
と
は
別
の
世
界
の
あ
り
よ
う
を
際
立
た
せ
、
そ
の
意
義
を
究
明
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
大
森
が
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
こ
と
に
は
、
む
ろ
ん
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
だ
ろ
う
。
科
学
哲
学
者
大
森
が
、

な
ぜ
い
か
に
し
て
仏
教
思
想
へ
の
関
心
を
抱
く
に
至
っ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
そ
う
い
う
彼
の
辿
り
つ
く
す
こ
と
の
な
か
っ
た
行
跡
を
、

こ
ち
ら
が
新
た
に
辿
り
直
す
試
み
に
は
、
そ
れ
だ
け
の
意
義
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
信
じ
た
い
。
こ
こ
か
ら
試
み
ら
れ
る
べ
き
は
、
仏
教

の
外
か
ら
、
一
観
察
者
の
視
点
の
下
に
―
―
大
森
の
位
置
が
そ
う
で
あ
っ
た
―
―
刹
那
滅
を
取
り
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
内
か
ら

生
き
る
〈
内
在
〉
の
立
場
で
、
こ
の
理
念
に
つ
い
て
考
え
る
と
い
う
企
て
で
あ
る
。
西
洋
的
な
「
瞬
間
」
と
東
洋
的
な
「
刹
那
」、
こ
れ
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ら
二
つ
の
概
念
に
、
い
か
な
る
共
通
性
と
相
違
点
が
存
す
る
の
か
、
と
い
う
主
題
が
、
こ
こ
で
前
面
に
立
ち
は
だ
か
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

註（
⚑
）
大
森
荘
蔵
『
時
間
と
自
我
』
青
土
社
、
一
九
九
二
年
、
七
頁
。

（
⚒
）「
初
出
一
覧
」
に
よ
れ
ば
、
一
九
八
八
年
か
ら
一
九
九
二
年
に
か
け
て
、『
現
代
思
想
』
を
中
心
に
各
種
雑
誌
・
刊
本
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
一
二
篇
が
、

本
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
大
森
が
、「
時
間
」
を
中
心
と
す
る
問
題
系
を
構
成
し
て
い
た
事
実
が
、
他
の
主
題
と
の
関
連
に
よ
っ
て
明
ら

か
で
あ
る
。

（
⚓
）『
時
間
と
自
我
』
一
五
頁
。

（
⚔
）
同
頁
。

（
⚕
）
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
場
合
、「
純
粋
持
続
と
は
…
…
で
あ
る
」
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
定
義
は
不
可
能
で
あ
り
、「
純
粋
持
続
は
…
…
で
な
い
」
と
い
っ
た
「
否

定
神
学
」
的
言
明
に
よ
っ
て
し
か
語
り
え
な
い
事
情
が
伏
在
し
た
た
め
、
定
式
化
を
避
け
、「
持
続
の
直
観
」
に
訴
え
る
以
外
に
な
か
っ
た
、
と
考
え
ら

れ
る
。「
原
生
時
間
」
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
自
体
の
身
許
を
語
り
出
す
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
は
ベ
ル
ク
ソ
ン
と
同
様
だ
が
、
言
語
哲
学
者
ら
し
い
切

り
口
に
、
大
森
の
個
性
が
表
れ
て
い
る
。

（
⚖
）『
時
間
と
自
我
』
一
八
頁
。

（
⚗
）
同
書
二
二
―
二
三
頁
。

（
⚘
）
初
出
一
覧
に
よ
れ
ば
、
単
行
本
の
配
列
と
は
逆
に
、「
過
去
の
制
作
」
が
発
表
さ
れ
た
の
は
一
九
八
五
年
五
月
、『
現
代
思
想
』
に
「
時
間
の
変
造
」
が

掲
載
さ
れ
た
一
九
八
八
年
一
月
よ
り
も
、
三
年
近
く
前
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
第
二
論
文
に
盛
り
込
ま
れ
た
ト
ピ
ッ
ク
を
、
後
に
な
っ
て
要
約
整
理
し
た
も

の
が
、
第
一
論
文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
大
森
時
間
論
全
体
の
見
取
図
と
し
て
は
、「
過
去
の
制
作
」
を
優
先
的
に
取
り
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
、

と
筆
者
は
考
え
る
。

（
⚙
）『
時
間
と
自
我
』
三
〇
頁
。

（
10
）
同
書
三
四
―
三
五
頁
。

（
11
）
同
書
三
八
頁
。

（
12
）
同
書
四
〇
頁
。

大
森
時
間
論
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（
13
）
大
森
荘
蔵
『
物
と
心
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
一
五
年
、
一
七
二
―
一
七
三
頁
。

（
14
）『
時
間
と
自
我
』
四
三
頁
。

（
15
）
同
書
九
六
頁
。

（
16
）
同
書
九
七
頁
。

（
17
）
同
書
九
八
頁
。
こ
こ
で
、
想
起
が
「
時
間
の
過
去
化
」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
過
去
」
も
「
未
来
」
も
想
起
に
よ
っ
て
生
ず
る
時
間
的
離
隔
と
し
て
種

別
さ
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
今
現
在
の
「
思
い
」
と
し
て
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
大
森
は
、「
時
間
的
離
隔
」
を
簡
明
に
「
時
間
の
過
去
化
」
と
呼
ぶ

の
で
あ
る
。

（
18
）
例
え
ば
、「
ア
キ
レ
ス
と
亀
」
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
は
、
ゼ
ノ
ン
が
不
可
分
な
運
動
と
分
割
可
能
な
空
間
を
区
別
せ
ず
、「
空
間
と
運
動
を
混
同

し
て
し
ま
っ
た
」（
ベ
ル
ク
ソ
ン
『
時
間
と
自
由
』
中
村
文
郎
訳
、
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
一
年
、
一
三
七
頁
）
こ
と
へ
の
批
判
が
主
眼
と
な
っ
て
い
る
。

（
19
）『
時
間
と
自
我
』
一
一
五
頁
。

（
20
）
同
書
一
二
七
頁
。

（
21
）
同
書
一
一
九
頁
。

（
22
）
い
ず
れ
取
り
上
げ
る
予
定
の
、
三
木
清
『
歴
史
哲
学
』
に
お
け
る
「
ロ
ゴ
ス
と
し
て
の
歴
史
」「
存
在
と
し
て
の
歴
史
」
の
区
別
を
念
頭
に
置
い
て
、「
物

語
」（
ロ
ゴ
ス
）
と
「
出
来
事
」（
存
在
）
を
こ
こ
で
区
別
し
た
。

（
23
）『
時
間
と
自
我
』
七
七
頁
。

（
24
）
同
頁
。

（
25
）
同
書
七
八
頁
。

（
26
）
同
書
八
一
頁
。

（
27
）
同
書
八
三
頁
。

（
28
）
同
書
八
三
―
八
四
頁
。

（
29
）
前
註
（
24
）
参
照
。

（
30
）『
時
間
と
自
我
』
八
三
頁
。

（
31
）
前
註
（
10
）
を
参
照
。
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（
32
）
谷
貞
志
『
刹
那
滅
の
研
究
』
春
秋
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
六
五
九
頁
。

（
33
）
同
書
六
六
〇
頁
。

（
34
）
同
書
六
五
一
頁
。
も
っ
と
も
谷
は
、
大
森
の
言
う
「
連
続
性
」
が
、「
刹
那
滅
で
あ
る
か
ら
こ
そ
連
続
性
が
可
能
に
な
る
」
と
い
う
意
味
に
転
換
す
る
と

も
述
べ
て
い
る
。

（
35
）
同
書
六
六
二
頁
。

（
36
）
同
書
六
六
四
頁
。
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